
「ジェンダー主流化」による事業の点検について

● あらゆる分野における「ジェンダー平等」を達成するための手段
法律、政策、事業など、あらゆる分野のすべてのレベルにおける取組が及ぼしうる女性と男性へ
の異なる影響を精査するプロセス。女性と男性が平等に恩恵を受け、不平等を持続させない戦略

（１９９７年・国連経済社会理事会）

◆ 男女において制度・法律上差別は存在しないが、実際には困っている人がいる。
ジェンダー主流化の考え方を取り入れ、全ての施策を点検するべき時がきている。

ジェンダー主流化による点検を通じ、事業効果の向上を目指す

１ ジェンダー主流化とは

２ ジェンダー主流化に対する知事の思い

● ＳＤＧｓ達成の前提条件
「ジェンダー平等の実現と女性・女児のエンパワーメントは、すべての目標とターゲット（ＳＤＧｓ）
における進展において死活的に重要な貢献をするものである」 （SDGｓ・2030アジェンダ前文）

◆ ジェンダー主流化を施策に反映させ、これまで埋もれていた女性（男性）のニーズを取り入れた
取組を進めることで、女性も男性も暮らしやすい社会を目指したい。
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